
図
書
館
で
は
、
西
東
京
市
誕
生
十
周
年

記
念
式
典
に
合
わ
せ
、
資
料
展
「
西
東
京

市
誕
生
十
周
年
を
祝
う
郷
土
の
あ
ゆ
み
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
資
料
展
で
公
開
予

定
の
検
地
帳
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

西
東
京
市
図
書
館
で
は
、
西
東
京
市
振

興
基
金
に
よ
り
、
所
蔵
す
る
歴
史
的
資
料

を
三
年
間
に
わ
た
り
修
復
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
元
禄
三
年
田
無
村
検
地
帳

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

検
地（
け
ん
ち
）と
は
、
領
主
が
農
民
の

田
畑
一
筆
ご
と
に
水
縄
な
ど
を
用
い
て
測

量
し
、
反
別
・
品
位
・
石
高
・
名
請
百
姓

を
定
め
る
こ
と
。
そ
の
結
果
を
記
録
し
た

土
地
台
帳
が「
検
地
帳
」で
す
。

元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）こ
ろ
の
田
無
村

に
は
領
主
が
三
人
い
ま
し
た
。
農
民
は
ど

れ
か
の
領
主
に
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
主

を
通
し
年
貢
を
納
め
ま
す
。
九
年
後
に
田

無
村
す
べ
て
が
代
官
支
配
地
に
な
っ
て
か

ら
は
、
天
領（
幕
領
）の
村
で
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
市
役
所
の
倉
庫
か
ら

一
群
の
書
類
が
出
て
き
ま
し
た
。
鼠
に
か

じ
ら
れ
、
開
く
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
が
、

一
冊
だ
け
状
態
の
良
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
表
紙
に
「
元
禄
三
年
庚
午
九
月
／
武

蔵
国
多
麻
郡
田
無
村
屋
敷
御
検
地
水
帳
／

七
冊
之
内
」と
あ
り
ま
す
。

さ
っ
そ
く
修
復
し
て
み
る
と
、
こ
の
簿

冊
は
幕
領
の
検
地
帳
で
、
村
方
へ
下
げ
渡

さ
れ
た
正
本
の
第
七
冊
目
、
屋
敷
分
お
よ

び
全
体
の
総
計「
寄
」（
よ
せ
）の
部
分
と
わ

か
り
ま
し
た
。
七
冊
の
う
ち
最
も
重
要
な

最
終
冊
が
ほ
ぼ
完
型
に
も
ど
り
、
市
指
定

文
化
財
に
な
り
ま
し
た（
写
真
）。

今
回
の
修
復
は
、
残
る
六
冊
の
復
原
が

目
的
で
し
た
が
、
な
ぜ
か
十
五
冊
に
増
え

て
い
ま
す
。
元
禄
の
検
地
帳
正
本
以
外
に
、

明
治
五
年（
一
八
七
二
）作
成
の
副
本
、
宝

永
六
年（
一
七
〇
九
）分
郷
の
柳
久
保
村（
現

東
久
留
米
市
）検
地
帳
、
元
文
元
年（
一
七

三
六
）
田
無
村
新
田
検
地
帳
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

別
表
は
、
副
本
作
成
時
に
つ
け
ら
れ
た

仮
地
番
の
順
に
、
修
復
済
み
の
正
本
に
つ

い
て
、
そ
の
表
題
を
一
覧
し
た
も
の
で
す
。

欠
損
が
甚
だ
し
い
も
の
の
、
元
禄
検
地
帳

七
冊
は
一
応
そ
ろ
い
ま
し
た
。
表
の
二
か

所
で
地
番
が
飛
ぶ
が
、
無
反
別
分
（
田
中

領
）
と
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）の
蜂
屋
領

検
地
帳
四
冊
が
入
り
、
田
無
村
新
田
三
郎

兵
衛
組
が
う
し
ろ
に
来
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
意
味
で
、
昨
年
度
の
寛
文
検
地
帳

の
修
復
作
業
に
注
目
し
ま
し
た
が
、
期
待

通
り
の
修
復
結
果
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
ま
こ
と
に
残
念
で
し
た
。

一
方
、
こ
の
検
地
帳
修
復
事
業
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
検
地
帳
の
内
容
を
復
原
す

る
方
法
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
中
央
図
書

館
所
蔵
の
田
無
村
役
場
文
書
「
田
畑
其
外

直
段
書
上
帳
」
は
、
こ
の
副
本
を
も
と
に

地
価
額
を
算
定
し
た
、
地
券
交
付
用
名
寄

帳（
控
）だ
っ
た
の
で
す
。

「
書
上
帳
」を
エ
ク
セ
ル
形
式
で
入
力
し
、

仮
地
番
の
順
に
ソ
ー
ト
す
れ
ば
、
明
治
ま

で
引
き
継
が
れ
て
き
た
検
地
帳
が
よ
み
が

え
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
名
寄
せ
は
現
土

地
所
有
者
に
よ
る
の
で
、
必
ず
し
も
検
地

時
の
名
請
人
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
仮

地
番
を
、
明
治
九
年
「
田
畑
其
他
取
調
野

帳
」の
地
番（
現
地
番
）と
対
照
す
れ
ば
、昔

の
小
字
名
や
土
地
利
用
の
変
化
も
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。

西
東
京
市
中
央
図
書
館
二
階
に
あ
る
地

域
・
行
政
資
料
室
は
、
地
域
に
関
す
る
様
々

な
資
料
を
集
め
て
保
存
、
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
部
屋
は
、
平
成
八
年（
一
九
九
六
）、

当
時
の
田
無
市
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課

が
管
理
を
し
て
い
た
田
無
市
史
編
さ
ん
資

料
を
図
書
館
へ
移
管
し
て
公
開
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
併
せ
て
図
書
館
が
開
館
以
来
収

集
し
て
い
た
資
料
を
公
開
す
る
目
的
で
開

室
し
ま
し
た
。

保
存
資
料
の
た
め
、
専
用
の
閲
覧
室
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
中
心
と
な
る
の
は
、
質
問
、
相

談
に
お
答
え
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
う
業
務
で
す
。
来
館
あ
る
い

は
、
電
話
に
よ
る
市
民
か
ら
の
質
問
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
外
在
住
者

か
ら
の
W
ｅ
ｂ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
西
東
京

市
役
所
職
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
様
々

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年

度
実
績
で
、
二
一
〇
〇
件
の
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
事
例
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

（注）「　 」は朱後筆、＊指定文化財、＊＊副本。
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図
書
館
で
は
、
質
問
の
多
い
事
柄
を
小

学
生
で
も
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
た
冊
子

を
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
地
域
資
料『
田

無
い
ま
・
む
か
し
』、『
ホ
ウ
ホ
ウ
ほ
う
や
』、

『
に
ん
に
ん
西
東
京
』で
す
。

『
田
無
い
ま
・
む
か
し
』
は
、
ま
だ
『
田

無
市
史
』が
で
き
る
前
の
平
成
元
年
に
、宿

題
を
解
決
し
よ
う
と
訪
ね
て
来
る
多
く
の

小
学
生
た
ち
に
向
け
て
作
り
始
め
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
発
行
の
十
号
ま
で
あ
り
、
今

で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
は
、
田
無
、
保

谷
、
谷
戸
、
芝
久
保
、
柳
沢
、
ひ
ば
り
が

丘
な
ど
の
地
名
が
何
に
由
来
す
る
の
か
と

い
う
も
の
で
す
。
『
田
無
市
史
』『
保
谷
市

史
』『
多
摩
の
歴
史
１
』
や
地
名
辞
典
等
の

基
本
資
料
だ
け
で
補
え
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
、
『
保
谷
の
地
名
関
係
資
料
』『
た
な
し

郷
土
か
る
た
付
録
解
説
文
集
』『
郷
土
史
講

座
の
記
録
』
な
ど
地
域
の
研
究
者
が
書
か

れ
た
記
録
が
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
の
戦
争
記
録
、
特
に
軍
需

工
場
と
し
て
存
在
し
た
中
島
飛
行
機
に
関

連
す
る
質
問
も
よ
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
か

つ
て
図
書
館
が
実
施
し
た
事
業
「
戦
争
を

伝
え
る
」
に
お
け
る
座
談
会
記
録
集
で
あ

る『
中
島
飛
行
機
武
蔵
製
作
所
と
田
無
』と

『
中
島
航
空
金
属
と
田
無
』や
聞
き
取
り
調

査
や
市
民
の
体
験
記
録
で
あ
る
『
田
無
の

戦
災
誌
』、『
保
谷
の
被
曝
記
』、『
な
つ
く

さ
一
号
〜
十
号
』
な
ど
か
ら
多
く
の
回
答

が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
代

の
航
空
写
真
か
ら
も
空
襲
に
よ
る
爆
撃
跡

な
ど
の
戦
争
の
つ
め
跡
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

土
地
の
履
歴（
そ
こ
に
何
が
あ
っ
た
か
、

ど
う
変
化
し
た
か
等
）
に
つ
い
て
は
、
課

題
学
習
で
調
べ
に
来
た
小
・
中
学
生
、
市

内
へ
の
転
入
を
考
え
る
方
、
土
地
の
開
発

に
か
か
わ
る
方
な
ど
か
ら
多
く
の
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
。
絵
図
、
地
形
図
、

住
宅
地
図
、
航
空
写
真
な
ど
の
資
料
か
ら

過
去
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
市
内
各
図

書
館
に
備
え
る
『
明
治
前
期
・
昭
和
前
期

東
京
都
市
地
図
（
全
四
巻
）』は
時
代
を
追

っ
て
変
化
が
見
え
る
便
利
な
一
冊
で
す
。

西
東
京
市
中
央
図
書
館
二
階
に
あ
る
地

域
・
行
政
資
料
室
は
、
地
域
に
関
す
る
様
々

な
資
料
を
集
め
て
保
存
、
提
供
し
て
い
ま

す
。こ

の
部
屋
は
、
平
成
八
年（
一
九
九
六
）、

当
時
の
田
無
市
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課

が
管
理
を
し
て
い
た
田
無
市
史
編
さ
ん
資

料
を
図
書
館
へ
移
管
し
て
公
開
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
併
せ
て
図
書
館
が
開
館
以
来
収

集
し
て
い
た
資
料
を
公
開
す
る
目
的
で
開

室
し
ま
し
た
。

保
存
資
料
の
た
め
、
専
用
の
閲
覧
室
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
中
心
と
な
る
の
は
、
質
問
、
相

談
に
お
答
え
す
る
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
う
業
務
で
す
。
来
館
あ
る
い

は
、
電
話
に
よ
る
市
民
か
ら
の
質
問
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
市
外
在
住
者

か
ら
の
W
ｅ
ｂ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
西
東
京

市
役
所
職
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
様
々

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年

度
実
績
で
、
二
一
〇
〇
件
の
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
事
例
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
・
行
政
資
料
に
関
す
る
W
ｅ
ｂ
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
は
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

北
海
道
釧
路
市
在
住
の
方
か
ら
の
事

例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
質
問
は
、
旧
田

無
の
出
身
で
あ
る
先
祖
に
関
す
る
も
の

で
し
た
。
田
無
、
練
馬
、
北
海
道
と
移

住
さ
れ
た
そ
の
先
祖
の
名
が
、
当
市
の

市
史
編
さ
ん
資
料
の
検
索
で
見
つ
か
っ

た
た
め
資
料
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
ご
希

望
で
し
た
。
さ
ら
に
、
旧
家
で
あ
る
そ

の
家
の
歴
史
が
わ
か
る
資
料
を
紹
介
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
家
系
調

査
は
図
書
館
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
資
料
で
解
決
で
き
る
質
問
で
は
な

い
か
と
考
え
、
市
史
編
さ
ん
資
料
や
『
田

無
地
方
史
研
究
会
紀
要
』『
ブ
ル
ー
マ
ッ

プ
西
東
京
市
』『
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図
』『
ハ

ロ
ー
ペ
ー
ジ
』
な
ど
新
旧
の
資
料
か
ら
手

が
か
り
を
得
て
依
頼
者
へ
回
答
し
ま
し
た
。

回
答
す
る
際
は
、
図
書
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
図
、
写
真
、
新
聞
記
事
、
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
図
書
館
で
収
集

し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
地
域
・
行
政
資
料

を
活
用
し
ま
す
。

こ
う
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
は
個

人
情
報
な
ど
考
慮
し
た
上
で
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
質
問
の

多
い
事
柄
か
ら
テ
ー
マ
を
選
び
、
参
考

文
献
か
ら
得
た
回
答
を
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の

問
題
解
決
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
関
す
る
質
問
を
公

開
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
方
は
も
ち
ろ

ん
遠
方
の
方
に
も
西
東
京
市
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
開
に
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な「
地

租
改
正
絵
図
」や「
大
絵
図
」、
修
復
し
た

こ
と
に
よ
り
ペ
ー
ジ
を
開
き
解
読
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た「
検
地
帳
」、

新
聞
や
折
り
込
み
広
告
な
ど
、
普
段
は

図
書
館
で
ご
案
内
す
る
機
会
が
少
な
い

資
料
を
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。「
な
つ
か

し
の
田
無
・
保
谷
」写
真
パ
ネ
ル
や
航
空

写
真
な
ど
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。「
『
な

つ
か
し
の
田
無
・
保
谷
』写
真
パ
ネ
ル
図

録
―
西
東
京
市
誕
生
10
周
年
記
念
」の
頒

布
も
行
い
ま
す
。

期
日
　
３
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

場
所
　
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

図
書
館
資
料
展

「
西
東
京
市
誕
生
10
周
年
を

　
　
祝
う
郷
土
の
あ
ゆ
み
」

「
大
絵
図
」（
明
治
９
年
12
月
）の
一
部
、上
保
谷
地
域
の

富
士
街
道
南
域
、現
在
の
富
士
町
、柳
沢
、東
伏
見
の
部
分

平成23年（2011年）1月15日 西東京市図書館だより

―３―

よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問

子
ど
も
地
域
資
料

W
ｅ
ｂ
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

情
報
の
共
有


